
第17回宇宙開発委員会く定例会議）

　　議　事一要　旨・（集）

1．・日　　時　　照和55年8月13日（水）

　　　　　　　　午後2時～4時

2．場所宇宙開発委員会会議室
5　議　　．題　　昭和56年度における宇宙開発関係下司の見積

　　　　　　　　り方針について

4．資　　料

　委17＿1　　第16回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　　議職旨（靭

　委17－2　　昭和56年度における宇宙開発関係経費の見積

　　　　　　　　り方針（集）●

5．出席・者

　　宇宙開発委員会委員長代理　　　 吉識雅夫
　　　　　．　委員　　　　　舜藤成文
　　　　　“　　　　“　　　　　　　　　　　井　上　啓次郎

　関係省庁職員等

　　科学技術庁研究蛇口局長　　 勝谷保
　　　　〃　　長官官房春議官．　　　　　　神　津　信　男

　　文部省学術国際局審議官　　 大崎仁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：積山）

　　通商醗省鰍情報1蝶局次長　　小長啓一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：吉田）’

　　　　　　　　　　　　一　　1　一

　連輸省大臣官房魯議官　　　　　　　　　　西　村　康　雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理漁部）

　　　〃　気象庁総務部長　　　　　　　　　　森　　　雅　史

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：山甲）

　郵政省電波監理局審議官　　　　　　　　　三　浦　一一　郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：三浦く信））

　宇宙開発事業団システム計画部　　　　　大　野　信　幸

學務局
　　科学撚庁研究謹局宇醗画課長9佐々木寿康
　　　　“　　〃’　宇宙国除課長　 佐藤允克
　　　　〃　　　　〃　　宇宙開発課長　　　鈴　木　　晃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

6．　議　　事

　（1）　前回議事要旨

　　　第16回宇一発委員会（定例会謎）議事三二（案）が確

　　認された。

　（2）昭和56年度における宇宙暁発関係経費の見1積り方針につ

　　　やて

　　　事務局より資料委17－2に基づき説明が行われたのち・

　　以下の補足説萌が行われた。

争務局Σ静止気象衛星5号（G亙S一ろ）につ吟ては・昨年・見

　　積り方針を決定した除の議事要旨（昭和54年8月15日第

　　16回宇宙開発委員会（定例会議）設事要旨）に明記されて

こ禦と甲一の脚り”今回等方郷榔

　　　また・昨年の議事録には・　「G藍S「5の打ち上げ失敗等

　　　　　　　　　　　　一　　2　一



　．の事獣対処するため・56年度に予備鯉の醗購手す

　　ることは・必要と考えている。」となっており、これは、同

　　予備衛星のGMS．一5の打上げ予定時点（59年度夏期）ま

　　でに用意されている必要があると考之左こどによるものであ

　　るが・今回の検討結果では、必ずしもその必要はないと判断

　　されるので・予備衛星の陶発は、直和57年度から着手する

　　こと：を考えている。

　こののち・斎藤委員による以下の発言ののち、見積り方針が原

案どおり決定された。

斎藤：一つの衛星が打ち上げられるまでには、研究段階、開発研

　　究段階・開発段階を経て長い年月を必要とし、その過程で様

　　々のトラブルや技術進歩があるため、技術試験衛星皿型のよ

　　うに、スケジュールを変更することも考えられな。

　　　このため・開発伽究から開発へ移行する隊に十分検討する

　　ことはもちろん、開発へ移行してからも実施機関のみに任せ

　　ず・委員会において、絶えず進捗状況を把握し、造畢なき開

　　発が進められるようにする必娑がある。

　　　特に、地球資源衛星1号（良RS－1）については、技術

　　的に今後解決すべき問題が多いと考えられるので、技術的進。

　　捗状況を十分に勘案しつつ、開発研究さらには闘発を進めて

　　行く必要がある。
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